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第29期第1回常任理事会議事録

日時：1996年7月23日，13時30分～18時30分

場．所：気象庁内気象学会事務局

出席者：松野，関口，二宮，山岸，村松，住，新野，

　　　　田中（博），木田，斎藤，竹村，塩原，永田　以

　　　　上13名

その他の出席：藤部理事，事務局（島津，松野，舘）

議事：
1．第28・29期理事・監事合同会議議事録及び第29期

　第1回理事会議事録の確認

2．各委員会報告

庶務…学会刊行物転載許可依頼2件・後援等名義使用

　　　　依頼4件について，依頼通り許可．

　　　・「第5回水資源に関するシンポジウム」への協

　　　　力依頼

　　　　気象学会に主催者に加わる旨の依頼を了承．

　　　　協力委員の選任を進める．

　　　・『天気』の広告掲載料値上げ

　　　　標記に関する事務局作成の見積もりを了承．

　　　　関係機関への広報を経て，来年初めにも実施

　　　　の運びとする．

　　　・学術用語集「気象学編」の増刷依頼

　　　　「気象学編11，500部増刷に関する日本学術振

　　　　興会からの依頼を承認．

　　　　なお，この出版権設定は2年後まであり，そ

　　　　の間に気象学術用語の見直しを進める．

　　　・1996年秋季大会予稿集の印刷は，（株）三報社

　　　　印刷が落札

　　　・「平成9年度科学研究費補助金に係わる審査

　　　　委員候補者」の推薦

　　　　日本学術会議地球化学・宇宙科学研究連絡委

　　　　員会からの標記候補の推薦依頼に対して，中

　　　　澤高清氏（東北大学理学部教授）を推薦

　　　・交付金等の交付

　　　　各支部に対する1996年度交付金及び北海道・

　　　　関西支部に対する夏季大学補助金交付

　　　・第14回風工学シンポジウム分担金の支出

　　　・文部省に対する1996年度事業報告の提出

　　　・文部省平成8年度科学研究費補助金「研究成

　　　　果公開促進費」の交付決定と受領

会計…6月の収支報告

天気…Vol．43No．7（1996年7月号）の掲載記事等と，

　　　　同No．8～9の掲載予定記事等の紹介

’気象集誌…Vol．74No．4（1996年8月号）掲載論文の

　　　　紹介

研究ノート…185号「気象測器一地上観測」と186号「気

　　　　象力学の過去・現在・未来」の発刊と他の企

　　　　画の進捗状況の紹介

講演企画…学会大会の講演運営方式の改善について

　　　　1997年春季大会の運営は，数個のテーマ分科

　　　　会を中心とし，従来の一般発表はポスター

　　　　セッションとする形で試行することを了解．

総合計画…地球環境科学関連学会協議会（仮称）の構

　　　　想検討委員会（第2回）の報告

　　　　当委員会は，自然システムとしての地球環境

　　　　と人間の存在に係わる地球環境との2つの側

　　　　面を対象とする地球環境科学を関連諸学会が

　　　　協力して円滑に発展させることを目的として

　　　　設立するために検討を進めている．

　　　　当協議会を協議会的なものとするか連絡会的

　　　　なものとするかの位置付けの問題や協議会の

　　　　中での気象学会の役割につき検討し，来年

　　　　早々にも方針を固める必要あり．

教育と普及…本年の「夏季大学」の準備状況．「教養の

　　　　気象学上改訂進捗状況．「学校教育」取り組み

　　　　を委員会内グループ設置を含み検討中．学校

　　　　科目「地学」関連学会連絡協議会への出席報

　　　　告．

各賞…各委員会の開催準備状況

電子情報…気象学会BBS（電子掲示板）およびホーム

　　　　ページの利用状況等

3．会員加入状況

　　　　新入会員14名を承認，退会員2名の報告．

4．各委員会の構成（11月号に関連記事掲載）一

　　　　各委員会の第29期委員を承認．

5．「山本・正野論文賞」候補者の投票結果

　　　　謝尚平（北海道大学大学院地球環境科学研究

　　　　科）会員に対し本賞を与えることを，選考委

　　　　員会において投票の結果可決し，常任委員会

　　　　において承認．

6．「堀内基金奨励賞」候補者の投票結果

　　　　中山康裕（東京大学気候システム研究セン

　　　　ター），田平誠（愛知教育大学教育学部）の2

　　　　名の会員に本賞を与えることを，選考委員会

　　　　において投票の結果可決し，常任委員会にお
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　　　　いて承認．

7．評議員の選定

　　　評議員会は今後定期大会に合わせて開催する

　　　　こととし，第29期評議員を11月までに選定す

　　　　ることに決定．

8．「天気」掲載論文の英文要旨（アブストラクト）等

　　　　の付加

　　　　「天気」編集委員会から，掲載論文を外国向け

　　　　にも利用できるように，英文要旨を付加する

　　　　ことについて検討経過が報告された．常任理

　　　事会としては，全ての掲載論文に英文要旨を

　　　付加し，「集誌」に「天気」掲載論文等のリス

　　　　トを掲載する方向で考えるが，両誌の編集上

　　　　の問題等，解決するべき点があるので，委員

　　　会で更に検討を続ける．

9．気象庁図書資料管理室との図書交換

　　　気象庁刊行の「研究時報別冊・管区気象研究

　　　　会誌選集」と学会大会予稿集を交換すること

　　　　を承認．

10．その他

　　　・民間気象業務従事者への対応

　　　　気象予報士制度発足により民間の気象業携従

　　　　事者の数が急激に増えつつあり，気象学会と

　　　　しても対応策を検討しておく必要がある旨，

　　　　問題提起され，気軽なサークルの組織，意見，

　　　　発表の媒体の用意，新たな雑誌の刊行などの

　　　　私案が提案された．

　　　・学会会員名簿の団体会員の掲載について

　　　　現名簿は掲載漏れや重複が目立ち，きちんと

　　　　した基準に基づき整理する必要があるとの指

　　　　摘があった．事務局から，事務の都合上，前

　　　　回は掲載団体として会員の所属機関を選んだ

　　　　との説明があり，次の編集時には団体会員を

　　　　掲載することとなった．

とうきゅう環境浄化財団の研究助成募集

D

1．研究対象者

　学識経験者の方は，もちろん，一般の方でも研究に

　意欲のある方

2．研究テーマ

　1）産業活動または住生活と多摩川およびその流域

　　　との関係に関する調査及び試験研究

　2）排水・廃棄物等による多摩川の汚染防除に関す

　　　る調査及び試験研究

　3）多摩川およびその流域における水の利用に関す

　　　る調査，試験研究

　4）多摩川をめぐる自然環境の保全，回復に関する

　　調査，試験研究

3．公募締切日

　1997年1日16日

　応募についての詳細は，下記財団事務局にお問い

　合わせ下さい．

　　　〒150東京都渋谷区渋谷1丁目16番14号

　　　　　渋谷地下鉄ビル

　　　　　財団法人とうきゅう環境浄化財団

　　　　　TEL．03－3400－9142
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